



     申 請 者 氏 名   阿部 紀絵 
 
              横浜市立大学大学院医学研究科 精神医学     
    
                                


















審  査  員 
 
 
主 査  横浜市立大学大学院医学研究科      薬理学      教授  五嶋 良郎 
副 査  横浜市立大学附属 市民総合医療センター 腎臓・高血圧内科 准教授 平和 伸仁 
副 査  横浜市立大学附属病院          臨床検査部    准教授 山崎 悦子 
                     
 







Influence of plasma cytokine levels on the conversion risk from MCI to 










本研究は，認知症の前駆状態である軽度認知障害（mild cognitive impairment: 
MCI）患者の早期診断や予後予測に有用な免疫学的バイオマーカーを探索する
ため，認知症性疾患に関する世界最大規模のデータベースである Alzheimer’s 





 まず，MCI の患者 296 名を対象とし，ベースライン時の 11 項目の免疫学的
バイオマーカー（CNTF, CRP, IL-13, IL-16, IL-18, IL-3, IL-6 receptor (IL-6R), 
IL-8, CXCL-10, MMP-9, TNF-α）の値が，2 年以内の認知症への移行の有無に
与える影響について，ロジスティック回帰分析を用いて検討した． 
 次に，AD による MCI（MCI-AD）の患者 95 名を対象とし，ベースラインか








 以上より，①MCI 患者において，IL-6R が Aβ のクリアランスを促進し，認知






























(4) MCI において認知症への移行リスクを低下させた IL-6R が，MCI-AD を対
象とした解析で有意な影響を示さなかった理由を，どのように考えているか． 
 
申請者回答：今回，髄液の Aβ や p-tau といった，AD に関連する神経病理学的
マーカーのデータが得られたのは，MCI 全体の 53％にとどまっており，MCI 群
には，血管性認知症，レビー小体型認知症といった AD 以外の神経病理学的背景
を有する患者が含まれていたと考えている． IL-6R の影響が，MCI-AD を対象











































神経病理学的マーカー（α シヌクレインや TDP-43 など）との関係についても検
討していく必要がある． 
 




申請者回答：本研究では，IL-6（リガンド）のデータや，JAK や STAT といっ
た下流シグナルの活性を示すデータについて検討できていない．動物実験等の






って，当審査委員会は，本研究が，博士 (医学) の学位に値するものと判定する． 
